工事費内訳書の作成における注意事項

	１	工事費内訳書の記載項目の追加（R7.12.12入札公告～）
　R7.12.12以降の入札公告等において、工事費内訳書に記載が必要な項目が増えました。
具体的には、①材料費　②労務費　③法定福利費の事業主負担額　④建退共の掛金　⑤安全衛生経費の５つです。
記載漏れがないよう、確認のうえご提出をお願いいたします。
　※工事費内訳書の様式改正に伴う諸通知
　　リンク先：1.技術基準（一般の方用）
　　　　　　　　※リンク先のファイル９　工事費内訳書の記載内容について.pdfも参照を。
　
２　工事費内訳書の作成にかかる注意点

工事費内訳書の作成については、次のことに注意してください。
①　必ず添付ファイルの『工事費内訳書』ファイルを使用し、保存形式もエクセルのまま保存してください。独自に作成したファイルは使用できません。
②　「工事費内訳書の作成例」 及び 「工事費内訳書の提出における留意点について」をよくお読みになり工事費内訳書を作成してください。
③　工事費内訳書には、必ず、所在地・会社名・代表者名も記載してください。記載がないと入札が無効となります。
④　ファイル名には会社名も記載してください。
必要に応じて、ファイル名に事業名や路線名等を記載していただいても結構です。
⑤　入札金額と工事費内訳書の工事価格が一致しない場合は、入札が無効となります。



	



